
 

 

 
 

 

☆今日７月７日は、核兵器禁止条約が採択されて５周年の記念日。日本の侵略戦争の発端となった盧

溝橋事件の 85周年の日でもあります。平和行進開始前の午前 10時半からアステ（阪急川西能勢口

駅）で「日本政府は核兵器禁止条約に調印を！」「参院選で改憲勢力の伸長ストップ！」などと訴え

て署名・宣伝行動を行いました。今年は、原水爆禁止世界大会に 500人の代表派遣（代表 100 人・

オンライン 400 人）を取り組みます。NPT 再検討会議（8.1～28）の成功のためにも世界大会の

成功に注目が集まっています。 

核兵器禁止条約に日本政府が参加することを求めてしっかり訴えましょう。 

◎35 度近い猛暑の

中、兵庫県原水協は

神戸大丸前で 6･9

行動。津川・筆頭代

表理事は「広島の高

校生が描いた原爆

の絵」のパネルを掲げ、

「広島出身を自慢する

首相は、被爆者の思い

を受けとめて努力する

高校生に見習って禁止

条約参加の決断を」な

ど訴え。兵庫労連・成山                                       

議長、新婦人・桜井会長等も汗を流 

して訴えました。 

［本日のコース］川西市役所（正午・大阪から引継ぎ／12 時 30 分出発集会）－アステ（阪急川西能勢駅）２階まで行進。

スタンディングの予定⇒15 時／阪急逆瀬川駅・スタンディング（～15 時 40 分）－宝塚市役所まで行進（16 時 20 分） 
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宝塚市役所前の末広中央公園に被爆アオギリ２世を植樹  

☆爆心地から 1.3 ㌔の場所で熱線と爆風を受け、幹の半分が

えぐられたアオギリの種から育った苗。2009 年、初当選し

た中川智子市長の初仕事として、平和市長会議に加盟したの

を記念して広島市に依頼して植樹。「平和祈念ベンチ」を市民

の募金で設置するなど多彩な平和行政を繰り広げています。 



☆４日午後、京都府との県境・河梨峠で「日本海コース（富山～広島）」の兵庫県への引継ぎ

が行われました。京都府実行委員会の川上裕光さん（京都原水協事務局次長）が、京都府内

三日間の行進の中でも「日本政府こそ核兵器禁止条約に参加を」の訴えが、自治体でも沿道

でも共感を呼んだことを報告しました。兵庫県実行委員会は津川知久委員長（兵庫県原水協

筆頭代表理事）が、7 日から「太平洋コース（東京～広島）」も兵庫県入りし 2 コースが並

行して行進することを告げ、参院選が原水爆禁止運動にとっても、日本の進路にとっても重

大な岐路となっている重大な情勢の中で二つの平和行進を大成功させる」との決意を述べ、

横断幕を引き継ぎました。行進団は、直ちに城崎町（豊岡市）に向かい、兵庫県最初の平和

行進をスタートさせました。十数人の小規模な行進団ながら、静かな温泉街を行進が進むと、

沿道の店から募金や折り鶴を持って来たり、観光客が手を振って応えてくれる姿が目立ちま

した。夕方には、豊岡市内に移り、商店街などを行進しました。コロナ禍で行進を中止して

いて３年ぶりの行進です。 

明日８日（金）のコース＊陸上自衛隊に要請行動（10 時）…スワンホール（伊丹中央公民館）（12 時集合、12 時 45 分発－

阪急伊丹駅（13時 30分）・スタンディング⇒阪急塚口駅・スタンディング（15時～15時 30分）―尼崎市役所・橘公園（16

時集合、16時 30分発）－ＪＲ立花駅まで行進（17時予定）－スタンディング（～17時 30分） 

［非核平和都市に関する決議／川西市議会］ 

世界中の人々が等しく平和な暮らしを営むことは、人類共通の願いで

す。それにもかかわらず、地球上の全生命を滅ぼしてもなお余るほど

の核兵器が蓄積され、世界の平和に深刻な脅威を与えています。わが

国は世界で最初の核被爆国として、核兵器と戦争の恐ろしさを全世界

に訴え、その惨禍を絶対に繰り返させてはなりません。  

 私たちは先祖から受け継いできた猪名川の清流、豊かな緑、そして

人類共通の財産である青く美しい地球を永遠に守り続けていくため

にも、核兵器をつくらず・持たず・持ち込ませずの「非核三原則」を

遵守するとともに、恐るべき核兵器の廃絶を願い、人と人とが憎しみ

あい傷つけあうことのない世界の創造を求めて、ここに市民の総意の

もと、川西市を「非核平和都市」とすることを宣言します。 

平成元年 7 月 14 日          川西市 

［核兵器廃絶平和都市宣言／宝塚市議会］ 

清くすみきった空、清らかな武庫川の流れ、緑あふれる六甲・長尾の山々

…。この素晴らしい自然と明るくおだやかな暮らしは宝塚市民すべての願

いです。このような私たちの願いに反し、世界では依然として、人間同士

の悲しむべき争いが絶えず、しかも地球上の全生命を滅ぼすことのできる

核兵器が蓄積されてきました。しかし、人類の平和への切実な願いが全世

界に高まり、大きなうねりとなって、ようやく戦略核兵器の縮小や、各地

域の紛争解決への明るい兆しが見えようとしています。私たちは、このよ

うなときにこそ、戦争を、そして核兵器をなくし、世界の恒久平和を強く

願わずにはいられません。ここに、宝塚市は憲法の平和精神に基づき、恐

るべき核兵器の廃絶を願い、永遠の平和社会を築くことを誓い、「非核平

和都市」とすることを宣言します。 

平成元年３月７日          宝塚市 

【上／京都から横断幕を引き継いだ但馬原水協】 

【右／城崎町を往く行進団】 



 


